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※1 ： 本資料に記載されている金額は億円未満を四捨五入で表示しています。
※2 ： 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１－（１） 連結 損益概要
（単位：億円）

2016年
3月期

2017年
3月期

対前期

増減額 増減率

売上高

油脂 1,088 1,094 ＋6 ＋0.5%

製菓・製パン素材 1,382 1,440 ＋57 ＋4.1%

大豆たん白 405 392 ▲13 ▲3.2%

合計 2,875 2,925 ＋50 ＋1.7%

営業利益

油脂 64 64 ＋0 ＋0.3%

製菓・製パン素材 92 106 ＋14 ＋15.3%

大豆たん白 13 27 ＋14 ＋112.9%

合計 168 197 ＋29 ＋16.9%

営業利益率 5.9% 6.7% ＋0.8p －

経常利益 141 197 ＋56 ＋39.6%

親会社株式に帰属する当期純利益 92 121 ＋29 ＋31.2%

包括利益 ▲3 144 ＋147 －
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１－（２） 連結 油脂部門損益

2016年
3月期

2017年
3月期

対前期

増減額 増減率

売上高 1,088 1,094 ＋6 ＋0.5%

営業利益 64 64 ＋0 ＋0.3% 384 387 
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● 国内

フライ油・パーム油・チョコレート用油脂の販売拡販に

により増収。

● 海外

円換算額の目減りがあったが、米州でのパーム油の

販売が伸長したことにより増収。

利益面では、販売が伸長したこと、アジア・米州での

採算性の向上により増益。

業績サマリー
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１－（３） 連結 製菓・製パン素材部門損益

2016年
3月期

2017年
3月期

対前期

増減額 増減率

売上高 1,382 1,440 ＋57 ＋4.1%

営業利益 92 106 ＋14 ＋15.3%

● 国内

業務用チョコレート・冷菓用チョコレートの販売が伸長。

● 海外
中国市場でのフィリング製品の販売が順調、前年度に
連結子会社化したチョコレート製造販売会社のブラジル
のハラルド社の売上高純増や、前年度に同社の株式取
得費用を計上していたことにより増収・増益。

業績サマリー
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１－（４） 連結 大豆たん白部門損益

2016年
3月期

2017年
3月期

対前期

増減額 増減率

売上高 405 392 ▲13 ▲3.2%

営業利益 13 27 ＋14 ＋112.9%
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業績サマリー

● 大豆たん白素材
健康食品市場向け販売が堅調であったこと、採算面の
改善取り組みにより増益。

● 大豆たん白機能剤
飲料用途の販売が伸長。

● 部門全体
連結子会社トーラク㈱における小売向け豆乳販売事業
の営業譲渡による売上高の減少により減収。

事業再構築やコスト削減による採算改善等より増益。
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１－（５） 連結 地域別損益
（単位：億円）

2016年
3月期

2017年
3月期

対前期

増減額 増減率

売上高

日本 1,800 1,774 ▲26 ▲1.4%

アジア 530 495 ▲35 ▲6.6%

欧米 546 657 ＋111 ＋20.3%

合計 2,875 2,925 ＋50 ＋1.7%

営業利益

日本 120 123 ＋3 ＋2.4%

アジア 42 44 ＋2 ＋4.6%

欧米 9 31 ＋22 ＋239.1%

消去 ▲3 ▲1 ＋2 －

合計 168 197 ＋29 ＋16.9%

〔業績サマリー〕

日 本：小売向け豆乳販売の減少等による減収、原材料コストの低減等により増益。

アジア：為替相場が円高になったこと等により減収、採算性の向上等により増益。

欧 米：ハラルド社の売上高純増、米州でのパーム油の販売伸長等により増収・増益。
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１－（６） 連結 貸借対照表
（単位：億円）

2016年

3月期

2017年

3月期
対前期末 主な増減要因

流動資産 1,309 1,325 ＋16
現預金の減少、売上債権の増加、棚卸

資産等の増加等

固定資産 1,360 1,397 ＋36
有形固定資産の増加、退職給付に係る
資産の増加等

資産合計 2,669 2,721 ＋52

有利子負債 600 657 ＋57

その他負債 581 510 ▲71
仕入債務の減少、未払法人税等の

減少、長期繰延税金資産の減少等

負債合計 1,181 1,166 ▲15

純資産合計 1,488 1,555 ＋67
利益剰余金の増加、資本剰余金の
減少等
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１－（７） 連結 キャッシュ・フロー

（注）・減価償却費には、有形固定資産及び無形固定資産等の償却費を含めています。

・現金及び現金同等物増減には、現金及び現金同等物に係る換算差額を含めています。

2016年3月期 2017年3月期 対前期

税引前当期純利益 145 181 ＋36

減価償却費 99 104 ＋5

他増減 ▲84 ▲120 ▲36

営業ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ 160 165 ＋5

投資ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ ▲348 ▲138 ＋211

ﾌﾘｰ・ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ ▲188 28 ＋216

借入金等による調達・返済 276 38 ▲239

配当支払・自己株取得等 ▲36 ▲94 ▲58

財務ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ 240 ▲57 ▲297

現金及び現金同等物増減 40 ▲35 ▲75

新規連結及び連結除外に伴う増減 0 ▲5 ▲5

現金及び現金同等物期末残高 167 127 ▲40

（単位：億円）

換算差額含む 換算差額含む
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１－（８） 連結 指標

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期

設備投資額 62 65 61 112 153 136

減価償却費 84 81 83 82 92 96

有利子負債 377 370 289 296 600 657

純資産（少持除く） 1,036 1,154 1,281 1,456 1,423 1,507

１株当たり純資産 1,205円 1,342円 1,490円 1,694円 1,656円 1,754円

総資産 1,839 1,971 2,022 2,236 2,669 2,721

自己資本比率 56.4% 58.5% 63.3% 65.1% 53.3% 55.4%

D/Eレシオ 0.36 0.32 0.23 0.20 0.42 0.45

ROE 8.2% 7.6% 6.7% 6.8% 6.4% 8.3%

ROA 7.3% 7.3% 7.4% 6.3% 5.8% 7.3%

売上高営業利益率 5.5% 6.1% 6.0% 5.2% 5.9% 6.7%

（単位:億円）

（注）・減価償却費は、有形固定資産の減価償却費を表示しています。

・純資産は少数株主持分を除いた普通株式に係る純資産額を表示しています。

・D/Eレシオ＝有利子負債÷純資産（少数株主持分除く）

・ROE＝当期純利益÷純資産

・ROA＝経常利益÷総資産
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１－（９） 2017年3月期トピックス

（注） 設立等については決定時点のトピックスとして記載しております。

2016年6月

HARALD INDÚSTRIA E COMÉRCIO DE ALIMENTOS S.A.(連結子
会社）は、FUJI ÓLEOS AMÉRICA DO SUL IMPORTAÇÃO, SERVI
ÇOS E COMÉRCIO DE PRODUTOS ALIMENTÍCIOS E
PARTICIPAÇÕES LTDA.(連結子会社)を吸収合併
GCB SPECIALTY CHOCOLATES SDN. BHD.社の株式取得(子会
社化)の手続き完了
不二サイエンスイノベーションセンター竣工

2016年9月 不二製油（張家港）有限公司の出資持分の追加取得
2017年1月 不二製油グループ健康経営推進宣言を発表

中期経営計画「Towards a Further Leap 2020」を制定
正義投資控股有限公司との業務提携および資本提携の解消

2017年3月 不二製油（肇慶）有限公司の設立決定

2016年8月

2017年2月
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２－（１） 連結 通期予想
（単位：億円）

2017年
3月期

2018年
3月期

対前期

増減額 増減率

売上高

油脂 1,094 1,127 ＋34 ＋3.1%

製菓・製パン素材 1,440 1,600 ＋161 ＋11.2%

大豆たん白 392 362 ▲30 ▲7.6%

合計 2,925 3,090 ＋165 ＋5.6%

営業利益

油脂 64 66 ＋2 ＋2.4%

製菓・製パン素材 106 118 ＋12 ＋11.0%

大豆たん白 27 16 ▲11 ▲39.4%

合計 197 200 ＋3 ＋1.6%

営業利益率 6.7% 6.5% ▲0.2p －

経常利益 197 194 ▲3 ▲1.6%

親会社株式に帰属する当期純利益 121 125 ＋4 ＋3.3%
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（単位：億円）

２－（２） 連結 地域別通期予想

2017年
3月期

2018年
3月期

対前期

増減額 増減率

売上高

日本 1,774 1,813 ＋38 ＋2.2%

アジア 495 572 ＋77 ＋15.6%

欧米 656 705 ＋49 ＋7.5%

合計 2,925 3,090 ＋165 ＋5.6%

営業利益

日本 123 116 ▲7 ▲5.6%

アジア 44 46 ＋2 ＋4.7%

欧米 31 37 ＋7 ＋21.3%

消去 ▲1 0 ＋1 －

合計 197 200 ＋3 ＋1.6%
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３．中期経営計画 定量目標

中期経営計画 「Towards a Further 
Leap 2020」

連結 経営目標（2020年度）

・ＲＯＥ（株主資本利益率） 10％

・営業利益成長率 CAGR 6%以上

・ＥＰＳ CAGR 8%以上


